
     

平 成 2 5 年 1 1 月 8 日 

大臣官房参事官(ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ戦略) 

海 外プロジ ェクト推 進課 

土 地・建設 産業局国 際課 

ボスポラス海峡横断鉄道開通式典出席 

及び 第２回 日・トルコ建設会議の開催について  

（結果概要） 

１．概要 

先月 28 日から 31 日にかけて、髙木国土交通副大臣は、太田国土交通大臣の代理とし

て、安倍首相とともにトルコを訪問し、ボスポラス海峡横断鉄道（マルマライ・プロジ

ェクト）開通式典及び日トルコ首脳会談等に出席した。また、ユルドゥルム運輸海事通

信大臣と会談した他、第２回日・トルコ建設会議に主催者代表として出席し、開会挨拶

を行った。 

 

２．ボスポラス海峡横断鉄道開通式典への出席等 

（１）髙木副大臣は、トルコ共和国建国 90 周年にあたる先月 29 日、イスタンブールで開

催されたボスポラス海峡横断鉄道開通式典に、安倍総理とともに、太田国土交通大臣

の代理として出席した。 

（２）ユルドゥルム運輸海事通信大臣との会談 

髙木副大臣は、先月 28 日、トルコ共和国ユルドゥルム運輸海事通信大臣との会談を

行った。髙木副大臣から、共和国建国９０周年記念の祝福とともに、我が国建設企業

がマルマライ・プロジェクトに貢献し、現在も我が国企業の優れた橋梁技術を用いて

イズミット湾横断道路橋の施工を実施していることなどを述べた上で、今後も建国１

００周年に向けた大規模プロジェクトへの我が国企業の参画について期待を表明した。

これに対し、ユルドゥルム運輸海事通信大臣から、マルマライ・プロジェクトは両国

の協力で成功を収めたこと、両国はいつも助け合い、東日本大震災、トルコの大地震

等では互いに痛みを知っているなど大変良好な関係にあり、今後もこの関係を維持し

たいとの表明があった。 

 

３．第２回日・トルコ建設会議の概要 

建設産業分野における相互理解、協力促進を目的に、2006 年以来 2 回目となる建設会

議を、国土交通省及びトルコ運輸海事通信省の主催により、共和国建国 90 周年に合わせ

開催した。両国建設企業等の連携をテーマに、建設技術、施工実績等に関するプレゼン

テーションのほか、今後の協力関係強化に向けたビジネスマッチングも実施した。 

（１）日時・場所 

 平成２５年１０月３０日（水） ９：２０～１５：３０ 

 トルコ共和国イスタンブール市  ヒルトン・イスタンブール ホテル 

 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/SIG=12p7279i0/EXP=1381221113;_ylt=A3Jvdlp5cVJSL2AAYh.U3uV7/*-http:/upload.wikimedia.org/wikipedia/commons/b/b4/Flag_of_Turkey.svg�


（２）出席者 

  ①日本側 

 髙木 毅 国土交通副大臣 

      横井 裕 駐トルコ日本国特命全権大使 

      吉田光市 国土交通省大臣官房建設流通政策審議官 ほか 

      一般社団法人海外建設協会、日系建設企業その他の民間企業 

  ②トルコ側 

      スアット・ハイリ・アカ運輸海事通信省次官補 

      ジャヒット・トゥルハン運輸海事通信省道路総局総裁 

 ハルク・オズメン運輸海事通信省インフラ投資総局イスタンブール支局長 

      環境都市省、経済省、トルコ建設業協会、トルコ建設企業ほか 

 

（３）開会挨拶 

本建設会議には、日本側から髙木国土交通副大臣、横井駐トルコ日本国全権大使、山

口海外建設協会専務理事、トルコ側からアカ運輸海事通信省次官補、アイカル・トルコ

建設業協会副会長をはじめ、両国関係者約 150 名が出席し、会議冒頭、両国関係者が開

会挨拶を行った。 

①髙木国土交通副大臣による開会挨拶（要約） 

   両国の戦略的パートナーシップの下、貴国のインフラプロジェクトへの日本企業の参

加が加速し、さらなる交流促進、経済発展への寄与が期待される。防災分野での協力

体制の構築など、今後一層の経済成長に貢献したい。本会議が両国の建設分野におけ

る協力促進に役立つことを期待している。 

②横井駐トルコ日本国全権大使による開会挨拶（要約） 

インフラ分野における両国の官民のつながりがますます深まり、マルマライ・プロ

ジェクトのように、今後のプロジェクトにおいても多くの成果が産み出されることを

祈念する。両国の協力関係は今後飛躍的に高まり、とりわけ建設業界は歴史的にも重

要な分野であり、今後も成長が見込まれる。 

 ③トルコ共和国運輸海事通信省アカ次官補による開会挨拶（要約） 

両国の建設分野での協力促進に向けた本会議を開催した皆様に感謝の気持ちを表す

る。トルコ建設企業はトルコ政府の支援もあって全世界に事業展開しており、日本の

高度な技術を活かし、第三国において両国が協力すべきである。第三国における両国

建設企業の協力連携を今後も支援していく。 

 

（４）セミナー発表者 

日 本 側：「マルマライプロジェクト開通を迎えて」    （大成建設 近江専務執行役員） 

      「建築の耐震・免震・制震技術」       （竹中工務店 岡本常務執行役員） 

      「建築物の防災対策について」 （国土交通省住宅局 砺波建築国際関係分析官） 

           「イズミット橋プロジェクトなどの施工実績」（IHI インフラシステム 川上取締役

兼イズミットプロジェクト・プロジェクトマネージャー） 

ト ル コ 側：「マルマライプロジェクトとトルコにおける今後のインフラ投資計画」 

           （運輸海事通信省インフラ投資総局オズメン・イスタンブール支局長） 

「トルコ国内の災害リスク下における都市再生について」 



（環境都市省イスタンブール・インフラ・都市開発支局 ヤルチンタシュ部長） 

「日本企業、トルコ企業の第三国での連携の現状と今後の促進」 

（トルコ建設業協会 チーデム副事務局長） 

「トルコ道路総局の事業概要（イズミットプロジェクト他日本企業との連携）」      

（運輸海事通信省道路総局 トゥルハン総裁） 

 
ユルドゥルム運輸海事通信大臣との会談 記念品の授受 

 
会議開会式における髙木副大臣の挨拶 日・トルコ建設会議 開会式 

マルマライ・プロジェクト開通式     開通式における安倍総理の挨拶    

（官邸ホームページより転載）       （官邸ホームページより転載） 

＜問い合わせ先＞  

国土交通省総合政策局国際政策課グローバル戦略 四反田、西村 

国土交通省総合政策局海外プロジェクト推進課 桝田 

国土交通省土地・建設産業局国際課 渡邉 

      電話  03－5253－8111（内線25215・25224、25807、30724）、直通 03-5253-8316  

     ＦＡＸ 03－5253－1562 
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